
 

 

鳥取県労福協第 43 回評議員会開催  ～2011 年度活動方針決まる！！～ 

2011 年 3 月 30 日（水）全労済鳥取県本部大会議室に於いて、評議員

37 名（出席 25 名、書面表決 12 名）により開催しました。議長に松崎評議

員（運輸労連）と中島評議員（中国労金）が任命されました。 

冒頭、安田理事長は、東日本大震災による惨状と、救援・復旧の取

り組みに関わる思いに触れるとともに、社会は「人と人とが支え合

う機能」が原点であり、その一翼を担う労福協運動への自覚を訴え

ました。更に、社会運動として広がりを見せつつある現状を踏まえ、

労働組合と福祉事業団体が、組合員の生活サポートする運動を共有し、地域社会との繋がりを大切にし

て行こうと挨拶をおこないました。続いて、鳥取県商工労働部から三田雇用人材総室総室長、連合鳥取よ

り五十嵐会長の来賓あいさつがありました。 
そして議事に入り、小泉専務理事より第 1 号議案「2010 年度活動報告」、

第 2 号議案「2010 年度収支状況報告および監査報告」、第 3 号議案

「2011 年度活動方針（案）」、第 4 号議案「2011 年度予算（案）」が提案さ

れ、いずれも承認されました。第 5 号議案「新公益法人制度への対応に

ついて」、第 6 号議案「役員の一部交替について」の提案が小東副理事

長よりあり、この議案についても承認されました。 

 

２０１１年度活動の基調  

地域労働者の連帯と協同により、労働者福祉の向上と安心・共生の社会づくりをめざし、以下を基調と 

する活動を展開します。 

◆鳥取県労福協を構成する労働団体、事業団体の結集と連携を一層強め、働く者のライフワークを支え合う

労働者福祉運動の更なる発展をめざします。 

◆ライフ・サポート・センター、中小企業労働相談業務（みなくる）の事業受託など、総ての労働者のセーフティ

ーネットとしての機能を高めるとともに、調査・研修、政策提言、福祉カンパなどの活動や、行政、関係団体・

組織との連携を広げ、地域社会への参画を進めます。 

◆文化・スポーツによる交流活動や広報事業などを通じ、働く仲間の連帯、共生の理念を大切にする地域社

会づくりを促進します。 

理 事 長 安田邦夫 連合鳥取(情報労連)  理  事 中野 敦   全労済 

副理事長 前田厚彦 連合鳥取(日教組)    理  事 福田伸一郎 鳥取県生協 

副理事長 安長 章 中国労働金庫     理  事 米田成利  鳥取医療生協 

副理事長 小東照久 全労済        理  事 森脇一也  労福協東部支部 

専務理事 小泉俊一 鳥取県労福協     理  事 松本泰久  労福協中部支部 

理  事 本川博孝 連合鳥取(自治労)   理  事 八幡勇治  労福協西部支部 

理  事 佐貫 馨 連合鳥取(ＪＲ連合)   監  事 橋本英之  連合鳥取(ＪＡＭ) 

理  事 坂口俊広 高教組        監  事 木曽弘己  中国労働金庫 

鳥取県労働者福祉協議会 役員一覧表 

中島議長・松崎議長 

連合鳥取  

五十嵐会長 

雇用人材総室  

三田総室長 


